
 2020年の5Gの実現と新たな市場の創出をめざし、実証試験を通じ
て5Gの取組を加速

 5Gによる地域課題の解決に資する利活用モデルの取り組み

●総務省では2020年の5Gの実用化に向けた研究開発や、国際連携
の強化、5G用周波数確保に向けた技術基準の策定などの取組がな
されています。我々はこの取組に協力し、5Gの実現による新市場創
出に向け、昨年度より総合実証試験を実施しています。
本年度は、これまでの技術検証の成果と総務省主催の「5G利活用
アイデアコンテスト」の結果等を踏まえ、5Gによる地域課題の解決に
資する利活用モデルに力点を置いた5G総合実証試験を実施します。

●屋外において複数基地局、複数端末の環境下で、静止時には平均
4-8Gbps、移動時において平均1Gbpsを超える超高速通信を可能と
するシステムの実証試験を様々なパートナー様と行っております。
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愛媛大学、SOMPOホールディングス、仙台放送、CBCクリエイション、
サン電子、和歌山県、前橋市、永平寺町、大分県、ミライト、伊藤忠テ
クノソリューションズ、ＮＴＴコミュニケーションズ

【5G実証試験実施場所一覧】

宮城県仙台市

長野県長野市

群馬県前橋市

岐阜県中津川市

福井県永平寺町

大阪府大阪市

和歌山県日高川町

広島県広島市

愛媛県今治市

大分県大分市
沖縄県那覇市

実証実験/PoC段階


